
舶工第 488 号 

令和 5年 12 月 6 日 

報 道 各 位 

（一社）日本舶用工業会 

 

兵庫県立大学で「舶用工業説明会」を開催 

 

当会は、人材確保対策事業の一環として、12月 1日に兵庫県立大学・工学部 機械・材料工学科の

3 年生を対象に、同大学大学院 工学研究科 機械工学専攻 布引 雅之准教授、木村 真晃准教授、田

中 一平助教のご協力の下、本年度で 6回目となる「舶用工業説明会」を実施した。 

同大学では、機械工作に関する基本的かつ広範囲な方法を実際に体験・習得し、それぞれの機械

工作法の特徴を把握することにより、より創造的な設計および製図を行う能力を身に付けることを

目的に開講されている 3 年生向けの必修講義「創造設計工作実習」において、実際にものづくりに

携わる方による生の声を届けるための特別講演として、説明会を実施している。 

説明会の冒頭に、当会常務理事の市川 政文より、「世界の海上物流を支え成長を続ける日本の舶

用工業」と題し、業界の全般的な説明を行った後、㈱ササクラ、阪神内燃機工業㈱、ヒエン電工㈱、

三菱重工マリンマシナリ㈱が自社の概要や製品、実際の仕事内容等に関する講演を行った。 

当日は、約 80 名の学生が参加して講演者の説明に耳を傾け、講演後にはワークライフバランスや

学生時代にやっておいた方が良いことなど活発な質疑が行われたのち終了した。 

 

記 

 

日  時：令和 5年 12 月 1 日（金）13:00-15:40 

参加学生：工学部 機械・材料工学科 3年生 約 80 名 

担当教員：布引 雅之准教授、木村 真晃准教授、田中 一平助教（大学院 工学研究科 機械工学専攻） 

 

以上 

 

 

 

（連絡先） 

 （一社）日本舶用工業会 業務部 山内 03-3502-2041／yamauchi.yuto@jsmea.or.jp 

 



 

 

 

  

当会による講演              ササクラによる講演 

 

 

 

  

阪神内燃機工業による講演           ヒエン電工による講演 

 

 

 

  

三菱重工マリンマシナリによる講演             会場の様子 


